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取組活動の内容

事業目的・概要
経緯・背景など
ゼロ・エミッションの実現に向けて、従来の化石燃料車を電気自動車に置き換え
ることが喫緊の課題となっており、その要求水準に対して容量・出力・安全性を
高いレベルで達成する次世代蓄電デバイスの研究開発が活発に行われている。
当研究室では、我々が独自開発した有望な新材料に対する、電極、電解液
およびその界面で起こる電気化学反応の機構解明を通じて、次世代蓄電デバ
イス実現に向けたブレークスルー達成を目標に研究活動を推進している。
 方針・アプローチなど
電気化学反応では、電極の電子・イオン輸送、格子変形、電解液の溶液
構造、イオン伝導、界面の脱溶媒和、酸化還元反応などの、電極から電解
液に至る多様な相内・相間で起こる複数の事象が相関している（図1） 。
これらの事象に対し、第一原理計算・分子動力学計算などの計算技術と
電気化学測定・分光などの実験技術を組み合わせた解析を行い、包括的
かつ体系的に理解する 。
期待される効果・今後の課題や展開など
上記の解析を通じて得られた普遍的原理に基づき機能予測と材料スク
リーニングを実施することで、次世代蓄電デバイスの開発を急速に加速さ
せる（図2）。とりわけ、水や難燃性溶媒を用いた高安全かつ高性能な
二次電池、高エネルギー密度と高出力を両立した高性能キャパシタなどの
従来の蓄電デバイスの延長線上にない革新的デバイスの開発を目指して
いる。また、企業との協業で、デバイスのプロトタイプ試作も行う。
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東京大学（化学システム工学専攻・山田研究室）

図１：電極・電解液・界面の電気化学反応の多様性

図２：原理解明に基づく次世代蓄電デバイスの材料開発

主な実施場所 ： 東京大学（東京都文京区本郷7-3-1）

関連外部リンク先
 東京大学・山田研究室
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